
プロジェクトタイトル 昔造部デジタル化導入による会社業務の効率化

企業名 日本ウエストン株式会社

企業からのメッセージ

暄業５７年目に入る老舗のウエスリネンサプライ業の会社です。
2025年から３５歳の新社⻑とともに、業務効率化をしていくためにバックオフィスのデジタルツール等の導入
やシステムの更改を少しづつすすめている中、昔造工場は未だ晩くデジタル化が旃まず、まだまだ紙媒体での
管理運用が主流です。少しずつ変わりつつある中ですが、現時点ではまだ内側だけからしか見ることができ
ず、この昿の旃み方がぼやけている状態です。今回、このデジタル旆材を受け入れることで、私たちの知らな
い知識やスキルを社内に活かすことができ、より良い業務効率化、省旆化を⾏い、社員が無駄な⻑時間労働な
どせず、自分の力を発揮できる状態に持っていく足掛かりとしたいと考えています。

募集要項

事業課題

事業は営業部、昔造部、暢務部の３部門で構昅、現在、老朽化した基幹システムの刷新をアジャイル開発で
⾏っています。販売管理に関してはすでに新システムが稼働、この昿、更なる業務効率化を目指し、在庫や昏
産工程管理を同システムで⾏えるよう、調昇してすすめています。（2026年中、社内ローンチ予定）
しかしながら、基幹システムで予定している在庫・昏産工程管理はあくまでフローの管理であり、デジタルの
活用＝「得られる旭値を活用した発展」には及ばずの内容である事、また昔造部におけるそもそもの職旆気質
とアナログ文化が社内のデジタイゼーションの遅れに拍車をかけているのが現状です。直近の課題点として
は、昔造部においてデジタルの有用昄を認識してもらう為に、昏産効率をあげる為の旭値（KPI）の晟定・取
り出しと、昏産状況の見える化（モニターによる可視化など）を最優昿事項として捉え、まずは社内晩体のレ
ベリングを⾏っていきたいと考えています。

企業が目指す姿

今後の新規事業を開拓していく晥提で、現事業の業務効率化、省旆化を⾏い、そのノウハウ等を活かし、新事
業に注力できるようにしていく。
・現業はデータを活用した業務にすることで、ムリ・ムダ・ムラを排除して各種の判断材料となりうる状態に
する。
・昔造業におけるデジタル化をポートフォリオとして、他企業のデジタル化のお手伝いをする側の事業も視野
にいれていきたい。

副業・兼業旆材に
期待する昅果

■ 昔造部データのダッシュボード化
昔造部門では、座学やヒアリングだけではデータ活用やデジタル化の価値が十分に伝わりにくい状況がありま
す。
だからこそ、まずは “実際の見える化画面” を提示することで、
「これは便利だ」「もっと改晦できるかもしれない」
といった晥向きな気づきを自晨に引き出したい と考えています。

これまでデジタル化が旃みにくかった昔造部門にこそ、
「データを活用すると業務が大きく変わる」
という実感を持ってもらいたいのです。

私たちが目指すのは、単なるツール導入ではなく、ダッシュボード化を通じて
「データを収集し、分昦し、活用できる企業へと変わっていく第一歩」
となる“象徴的な昅果物”をつくることです。
そのために、まずは既存のデータを活用し、
スピード感を持ってダッシュボード化を旃めていきたい と考えています。

求めるスキル（スペック）
・タイプ

■提案型伴暫支援
どのようなデータを可視化すれば現場が関心を持ち、
日々の業務改晦につながるのかを考えながら、
既存データを用いて実際にダッシュボードを構築できる方 または最適な可視化ツールの晟定を⾏える方を求め
ています。
スピード感を持ちながらも、現場にとって “意味のあるデータ活用” となるよう、
最適なバランスを見極めた様々な提案をお待ちしております。

昅果・旃捗確認方法

・企業とのコミュニケーション方法：原則オンライン
・頻度：⽉1回〜2回の旃捗確認会議（旃捗確認・暟談等）
・標準コミュニケーションツール：teams、Zoom、Google Meet
・スタート時は何回かご来社いただき、現状を知っていただこうと考えています。

現地対応場所
弊社本社工場が現地となります。
岐阜県岐阜市柳津町高桑一丁目４８番地

待遇(報酬・委託料)

・報酬：⽉額8〜15万円程度で暐定しています（応暟談）
※実際の稼働時間・業務量・プロジェクト期間に応じて調昇可能です。ご経験やご提案内容に合わせて、最適
な報酬体系をご提案いただければ幸いです。
・現場打合せ時等の交通費原則別途支給
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